
 

 

 

 

 

 

 

□４月５(金）１８：００～２０：３０昴

定例レッスンが開催されました。1 月の東

京のうたごえ祭典への参加、2月の「千秋

＆昴ジョイントコンサート」の開催成功

と、昴にとって厳しい寒さの中での演奏

活動を成功裏に終え、ようやくあたたか

な春とともに、2019年度の新たなうたご

えの活動に力を入れる時期になってきま

した。 

5 日の定例レッスンでは佃さんの体操、吉

岡さんの滑舌レッスン、千秋さんのヴォイストレーニングに始まり、門万沙子さんのピアノ伴奏の

もと、本並先生の指揮で、まず、「日々草」（2005年広島祭典 1位次席受賞・2006年第 2回コンサー

ト・2017年第 11回コンサート曲）「見上げてごらん夜の星を」（アカペラ曲）「歓びのナーダム」を

レッスンしました。休憩・報告をはさんで、引き続き、本並先生の指揮で、「創作フェスタ」でうた

う「地雷ではなく花をください～この空に風が光る～」を、つづいて、「死んだ男の残したものは」

「母なるヴォルガを下りて」「I’ve Got Sixpence」をレッスンしました。参加者は全３８名でした。 

 

□大阪北部センター合唱団 機関紙

「♪はもらへん？」3月号に、松島正

行さんが、昴コンサートの記事を載

せていただきました。(講評と共に写

真付き！)ありがとうございました。 

 

□ジョイントコンサート感想文 

「ジョイントコンサート」に対して

多くの方々が「アンケート」に心の

こもった感想を寄せていただきまし

た。そのなかから、合唱曲に対する

技術的な問題点について特にご指摘

をいただいた方の感想文を２・３掲

載します。(お名前はアルファベット

 Subaru 

 昴 男声合唱団 ニュース№６８８  １９．４．８ 

昴よ！勇み歌え！千秋＆昴コンサートの成功と 

<東京うたごえ合発>結果に自信を持とう！ 

 

４月５日 
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で記しました。) 

No.１ Ｔさん 合唱経験：有  

＜第１部＞ 30数名の男声が揃うのを見たのは久しぶりです。歌い出しは細心の注意を！ 

ハーモニーがとれてよかったと思うのですが、欲をいえば低音部・地声が混じる。一人

ひとりが自分の最良の声を出し切れていない気がしました。全体的な声量、圧倒感が欲

しい。行儀正しい！というだけでは労働歌等では物足りないのでは。 

No.１７．Ｋさん 合唱経験：有  

＜第 1 部＞ 「昴」さんはやわらかなハーモニーと発語の、声をとけあわせる曲を歌うのがコンサー

トのたびごとに上手になられます。ところどころ地声が出たり、パートないしパート間のタテ

線がそろわない（走ってしまうのが原因かと思われる）のが残念です。焦らずおちついて息を

よく流して「カンブレ」をしっかりやって、フレーズのラストまでテンポと音のうごきを保っ

てうたわれると、もっとすてきな演奏になりますよ。「夕焼け」が情感があって白眉でした。多

田武彦もがんばってくださいね。 

＜第 2 部＞ このように長い曲、メロディも歌詞も難しい曲を全て暗譜するだけでも大変なのに、そ

れぞれの曲に思いを込め、音楽的な推敲も重ねて、細部までこだわって全力を込めて歌われた

ことに深甚の敬意を表します。手をふってのごあいさつは、さすが元市会議員。そのお仕事の

中で培われた弱い者や貧しい者に寄り添う心、平和を希う心をよく表現されたと思います。す

ばらしい第二の人生ですね。ますます歌い続けてください。 

＜第 3 部＞ 迫力のある演奏でした。1 曲目は半音か 1 音高くてもよかったのでは。全体として音符

が細かいところで走ってしまう傾向があり、揃わなかったり、伴奏と合わなかったところがあ

ったのと、小節線でも「いっぷく」してしまうために 4（3）拍目から 1拍目の音のうごきが欲

しいところで、残念！というところがありました。ダイナミックレンジももっときかせたいで

すね。歌い手のみなさんの音楽の感じ方をさらに磨かれると、もっとすばらしい演奏になりま

すよ。 

No.３１．Ｎさん  (声楽講師) 

＜第１部＞「春を待つ」暖かさを感じる素敵な出だしで始まり、オープニング Goodでしたね。 

   「浜辺の歌」：練習を積まれた成果が出ていて気持ちよく聴かせていただきました。 

「ねがい」：歌い慣れておられる曲ですが、やはり難しいですよね。声の色合いの変化がもう少し

あればと思いました。日本語の発音がそろわない時は気になりました。 

「夕焼け」：皆さん最後まで心配されていた曲だと思います。これは完成させるにはもう少し時間

が必要でしょうか？特に低音部のピッチ、発音の処理、音色が気になりました。 

＜第２部＞千秋さんおめでとうございます。心のこもったすばらしい歌声、練習を重ねられてさすがで

す。「ヨイトマケの唄」に涙しました。この曲は大好きでなので、とても楽しみにしておりまし

たが、心を打つ歌ありがとうございました。 

オリジナルの曲、森先生とのコラボ感動致しました。 

アリアもステキでした。「君死に・・」コンクール全国大会もお疲れさまでした。良い部分とま

だ乱れる部分と、ち密度アップはむつかしいですね！ 

＜第３部＞「橋をつくったのは・・」：演出・振り付けも楽しいですね！ピアノとズレるのは？ 
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でも楽しさがカバーで！会場が沸いて第３部オープニングにふさわしいと思いました。 

「航路」：テナーレッスンでの部分部分パズルのようにはまって全体像が今日は見えて、曲の持

つ味も感じ取れました。 

「朝露」：韓国語の歌詞暗譜も大変だったと思いますが感動しました。皆さんも気持ちよく歌われ

たのではと思います。「SIYAHAMBA」:動きのある楽しいステージありがとうございました。

すごく良かった！！！ 

＜その他＞ アンコール連弾でステキなアレンジ２曲とも。皆様の歌声が若々しくステキなステー

ジでしたね。 

(続き：メールにて)昨日のコンサートの感想は アンケートに少し書かせて頂きましたが  メールで補

足させていただきますね。まずは 大成功 演奏会として素晴らしいと思います。 

コンクールではないので お客様が来て良かった と思える内容 まずは ここが大事ですよね。 

プログラム何度も推敲されて 運営や企画や いろんな面で大変だったと思いますが、歌い慣れてるお

られる曲、チャレンジされた曲、バランスよく・暗譜・外国語もあり、それぞれに努力されての結果、

助け合って実力も発揮されておられ、細部は気になることいろいろありますが、全体的に 集中力もあ

り、練習の積み重ねで良い部分たくさん出ておられたと聴き入りました。とても素晴らしいジョイン

トの演奏会だったと思います。 

「春を待つ」…… 暖かさの感じる素敵な出だし 惹き込まれましたよ。1曲目が素敵だと聴く側も気持ち

が良いものです。響きも綺麗。 

「浜辺の歌」……低声部からスタートですから 音程がもっと丁寧なら良かったですのに ちょっと残念。

でも、声部がわかれだすと、なかなか良いハーモニー 心地よい部分も多かった。「あ」母音で伸ばす

音は ちょっと発音 気になりました。息が落ちている部分もあって。でも練習の成果は出ているな〜

と聴かせて頂きました。 

「ねがい」……追求するほどに難しい曲だと思います。でもユニゾン美しい部分も多かったし細かい音

程 転調に向かって行く部分もそれほど違和感なく、音楽は流れていき、日本語の発音が発語が揃う部

分もっと欲しかったです。音色の変化 もう少しあると、詩がもっと伝わったかなと感じました。 

「夕焼け」……これは まだ消化しきれないままに ステージに 乗ってしまった気がしました。やはり出

だし 低声部 音程・発音 気になりました。最初は印象に残るので、もっと緻密じゃないと、ばらいろ

「ば 」の前に 完全に (ん)が 入っていましたし「〜んばら色」と聴こえました。全体的に聴いていて   

ハラハラドキドキしましたが 音楽の広がり・流れは 本並先生の指揮で、自然にまとめられていて、

もったりした感じもなくて 良かったです。 

＜第 2部＞千秋さんの 熱いステージ どれも感動致しました。「よいとまけ」 涙が滲みました。 

「君死に〜」に関しては、何度も歌っておられますし、これ 1 曲だけ というのではない演目の中で、 

集中力高めるのは難しいだろうなあ、と聴いていて思いました。 

＜第 3部＞全体的に 楽しく「 SIYAHAMBA」 これは 思いっきり楽しいステージでしたね！皆さん 振

り付けも 頑張られて 素晴らしい。 

☆橋を作ったのはこの俺だ」……これはピアノと ズレる部分が気になりましたが  個々に 頑張って

おられる部分も楽しいスタートで良かったです。 

☆「航路」……これは 日本語の発音 もう少し 研究されたほうがいいな と思った箇所もありました
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が美しい部分も多かった。 

☆「朝露」……韓国語の暗譜もお疲れ様でした。感動的に歌い上げられて ジンときました。 

アンコールは  「このみち」……爽やかで 気持ちよかったです。でも やっぱり最後のロングトー

ン 切る瞬間に落ちる息で 音程が 最後に下がる方の声が……支えのない終わりが  ちょっぴりで

すが残念  

「昴」……やっぱり この曲あると 終わりだな そして 昴は  これからも発展するな という気持ち

になりました。 

 

「昴」 うたごえ 70周年記念「東京祭典合唱発表会」は「惜敗！」 

音楽に勝ち負けはありませんが、“コンクール”にはあるようです。「合唱発表会」だけがうたごえではありませんが、

「良き評価」はレッスンの励みにもなります。今回の「昴」の「君死にたまふことなかれ」の「東京合発」は「惜敗！」と

いえましょう。「勇気百倍！昴よ！勇み歌おう！！」 
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季刊『にほんのうたごえ』183号より 

No.688(5/5) 


